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地方税の収納・徴収に関する一考察 
個人住民税の特別徴収を中心に 

 

田 中 雅 子（たなか まさこ 流通経済大学法学部准教授） 

  

 本稿は個人住民税の特別徴収に着目し、自治体における収納・徴収の動態を明らかにする。 

 2015年度に始まった特別徴収の一斉指定は、都道府県と市区町村が連携し、特別徴収義務者の指定

を全国的に徹底する取り組みである。給与所得者の給与から個人住民税を天引きする特別徴収は、税

の徴収率を高める効果が期待される執行手段であるが、自治体による取り組みには差異があり、個人

住民税の徴収率にも違いがある。 

 本稿では自治体による特別徴収一斉指定の推移を確認し、一斉指定が個人住民税の徴収に与える効

果を検証する。2017年から2022年にかけて、47都道府県のデータからは、都道府県内における市区町

村の特別徴収一斉指定の割合が増加するほど、個人住民税の都道府県税収入歩合が高まる傾向が確認

された。 

 

キーワード：個人住民税／特別徴収／一斉指定／収入歩合／執行 

 

 

 

 

フィンランドにおけるＳＯＴＥ改革に関する覚書 
 

横 山 純 一（よこやま じゅんいち 北海学園大学名誉教授） 

  

 フィンランドにおいて2023年１月１日に実施されたＳＯＴＥ改革は、保健医療サービスと社会福祉

サービスを統合したサービスの供給改革であるが、同時に大規模な地方自治制度の再編を伴った組織

改革でもあった。アルエ（Alue）という広域自治体の創設、自治体に代わってアルエが保健医療福祉

サービス供給の責任主体になったこと（事務事業の上部移管）、自治体の役割と自治体財政規模の縮

小、国税所得税の大幅増加と地方所得税の大幅減少、国庫支出金の役割の拡大など、地方行財政面で

ドラスチックな変化が生じたのである。 

 フィンランドでは高齢化が進み、小規模自治体を中心に保健医療福祉サービスのこれまで通りの提

供が難しくなってきたこと、自治体間あるいは同一自治体内で特に医療サービスの供給において不平

等が生じていること、医療従事者の深刻な不足などの問題が起きていた。そこで、大胆な制度改革

（ＳＯＴＥ改革）を行って、経費支出の抑制や増税の回避などに努めながら、保健医療福祉サービス

の維持・充実を図ろうとしたのである。 

 本稿では、ＳＯＴＥ改革の目的と経過、近年の３内閣のＳＯＴＥ改革への姿勢と対応、ＳＯＴＥ改

革をめぐる政党間の対立点や論争点、フィンランドの医療の実態、アルエ議会、アルエへの国の関与、

アルエ向けの国庫支出金などを明らかにした。そして、そのうえでＳＯＴＥ改革後のアルエの保健医

療福祉サービスの現状やアルエの財政状況について示した。 

 

キーワード：ＳＯＴＥ改革／アルエ／アルエ税／アルエ議会／自治体連合制度 
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地方制度調査会から地方自治法改正までの政策過程分析 
― 指定地域共同活動団体制度を事例として 

 

今 井   照（いまい あきら 公益財団法人地方自治総合研究所特任研究員） 

  

 2024年の地方自治法改正（2024改正）について、その前段にあった第33次地方制度調査会（33次地

制調）から2024改正可決成立までの政策過程を分析する。特に指定地域共同活動団体制度を事例とし

て、33次地制調では議論されていないことや、たとえ話題になったことでも十分な合意を得られてい

ないことなどが「地制調答申に基づく」という擬態によって2024改正に盛り込まれる過程を実証的に

明らかにする。このことによって、33次地制調答申から2024改正案までの約70日の間に「ブラック

ボックス」が存在し、そのことが2024改正の粗さや未成熟さを招いているのではないかという仮説を

提示する。 

 

キーワード：地方自治法改正／指定地域共同活動団体／地方制度調査会 
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難事件で勝った後の権利放棄により弁護士報酬大幅減額 
― 理不尽な住民訴訟死刑判決 

 

阿 部 泰 隆（あべ やすたか 弁護士、神戸大学名誉教授） 

  

 補助金支給の違法を理由とする住民訴訟で原告は勝訴したが、被告の権利放棄のため、回収額がゼ

ロ、補助金支給先の共済会は解散した、支給権限を有する公営企業管理者の過失は薄いことを理由に、

弁護士報酬は大幅に減額された。上告受理申立ては、簡単に却下された。 

 しかし、地方自治法242条の２第12項は、「勝訴」原告は「相当」額を鳴門市に請求できると定め

ている。その判断基準は、平成21年の最判により「当該訴訟における事案の難易、弁護士が要した労

力の程度及び時間、認容された額」である。そして、原告代理人弁護士の勝訴報酬額は、「勝訴」判

決確定時にすでに発生しているので、その後の権利放棄が有効であろうと、回収額がゼロであろうと、

それは、被告が共済会と公営企業管理者に請求しないというだけのことである。公営企業管理者の過

失は薄いとしても、それは権利放棄が許容されるというだけであって、過失を認めさせて勝訴した原

告弁護士の報酬を値切る理由にはならない。本件の基本事件は、最高裁で逆転勝訴し、さらに再度の

最高裁までの訴訟で、７、８年もかけた難事件であるので、遅延利息のほか、難事件加算30％も認め

られるべきであった。これでは住民訴訟を代理する弁護士は絶滅危惧種になり、悪徳地方公共団体は

治外法権を享受する。 

 

キーワード：原告勝訴後の権利放棄／弁護士報酬の減額／「死法」からの脱却を 
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過料と過失 
― 行政上の秩序罰の主観的要件再考 ―  

 

田 中 良 弘（たなか よしひろ 一橋大学大学院法学研究科教授） 

  

 行政上の秩序罰たる過料について、かつては、義務履行確保手段としての性質にかんがみて主観的

要件を不要とする見解が通説であったが、現在では、制裁としての側面を重視し、責任主義の観点か

ら、主観的要件として行為者の故意又は過失を必要とする見解が有力である。この点に関し、路上喫

煙禁止条例に基づく過料について「少なくとも過失」が必要であると判示した下級審裁判例が存在す

るが、その意味するところは明らかではなく、学説上も、行政上の秩序罰たる過料の主観的要件の具

体的な内容については、必ずしも十分な検討が行われていない。 

 本稿は、主観的要件である故意・過失について異なる概念を用いる民事法と刑事法の考え方を整理

した上で、刑事法学における違法性の認識可能性をめぐる議論も参考にしつつ、行政上の秩序罰たる

過料の主観的要件に関する学説・裁判例について分析を行い、その結果を踏まえ、上記の下級審裁判

例の事例を題材に、いかなる場合に違反者に過料を科すことができるのかについて若干の検討を行っ

た。 

 

キーワード：過料／行政上の秩序罰／主観的要件／過失／非難可能性 

 

 

 

 

 

空家等管理活用支援法人制度の船出 
改正法施行後８か月目の定点観測 

 

北 村 喜 宣（きたむら よしのぶ 公益財団法人地方自治総合研究所所長、上智大学教授） 

  

 2023年に改正された空家法の目玉のひとつは、実施における行政リソース不足に悩む市町村を補完

する役割を持つ空家等管理活用支援法人を制度化したことである。改正法施行後８か月の時点で、28

市町において指定実績がある。 

 支援法人に期待されているのは、空家等に関する所有者等からの相談対応業務である。指定に関し

ては、先方からアプローチがされた事案の方が多くあった。そのほとんどは、従来から市町村と連携

協定を締結して協力関係にあった団体である。空家法には指定期間に関する規定はないため、市町村

により１～９年とさまざまである。需要に応じて指定するという運用が可能な制度であるため、追加

的指定をする予定はないとするところが大半である。また、国の補助措置については、裏負担を要す

るからか、利用予定はないとするところが大半である。 

 

キーワード：空家法／空家等管理活用支援法人／指定法人制度 
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〔投稿論文〕 

 

地方自治法上の負担付き寄附とその現代的展開 
 

畑 中 頼 親（はたなか よりちか 大阪市役所） 

  

 ふるさと納税やクラウドファンディングといった新しい寄附形態が登場し、近年、地方公共団体に

おいては寄附の重要性が飛躍的に増しつつある。地方自治法は、地方公共団体に対する寄附に関し、

負担付き寄附について議会の議決を要するという規律を設けているものの、近時、寄附に関する状況

は大きく動いている。これに伴い、負担付き寄附の意義・機能も変容しつつあるにもかかわらず、こ

の点が顧みられることは少ない。このような現状に鑑み、本稿は、まず、①負担付き寄附の境界に関

する検討を通じて負担付き寄附のリスクと回避手法を考察する。そのうえで、近年増加しつつある、

②負担付き寄附を用いた公の施設への投資についてその許容性を検討し、さらに、③無価値物の寄附

について負担付き寄附該当性の判断基準を考察する。本稿は、これらの試みを通じて、負担付き寄附

の有効な活用に資することを企図するものである。 

 

キーワード：寄附／負担付き寄附／地方自治法／地方公共団体 

 

 

 

 自治総研通巻557号 2025年３月号  

 

配付税の配分方法の実態とその効果について 
 

中 村 稔 彦（なかむら としひこ 長野県立大学グローバルマネジメント学部准教授） 

  

 わが国初の使途の限定のない恒久的な地方財政調整制度である配付税は、1931年の構想から10年も

の歳月をかけて、ようやく1940年に地方分与税の一部として創設された。日本地方財政調整制度史上、

重要な地位を占める配付税であるが、配分方法については、毎年度多くは、当該年度限定の地方分与

税法の附則や内務省・大蔵省令の地方分与税法施行規則の附則、規定、特例で運営されており、しか

もこれらが毎年度のように改正されていた事実は知られていない。また、新たな規定や改正の配付額

への影響や効果は、ほとんど検証されておらず、それに伴う当該機能も十分には解明されていない。

本稿では、配分方法について、平年度の法本則、規則本則の内容と経過年度の法附則、規則附則、規

定、命令に分けて整理し、その後の法改正と規則を含んだ様々な命令等を概観した上で、実際にこれ

らが、各団体の配付額や配付税の機能にどう影響したか、性格と歴史上の位置づけはどうなったのか

等を明らかにする。 

 

キーワード：配付税／配分方法／財政調整機能／財源付与機能／制限規定 
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2025年度地方財政計画について 
 

飛 田 博 史（とびた ひろし 公益財団法人地方自治総合研究所副所長） 

  

 2025年２月４日に2025年度地方財政計画が閣議決定された。計画規模97兆円、一般財源総額67.5兆

円と過去最高額を更新し、一方で財源不足は約１兆円と前年度を0.7兆円下回り、折半ルールは４年

連続で解消されるとともに、臨時財政対策債の発行が2001年度以来はじめてゼロとなった。全体とし

ては地方財政の規模拡大と財政健全化を両立した点で評価できる。 

 歳出では人事委員会勧告を踏まえて2024年度給与改定分に加え、一般行政経費の単独分に2025年度

の改定を見越した「給与改善費」0.2兆円が計上されたことやデジタル活用推進事業費が新設された

ことが注目点である。また一般行政経費の特別枠としては岸田内閣のデジタル田園都市国家構想事業

費に代わり、石破内閣の「新しい地方経済・生活環境創生事業費」1.2兆円が創設された。 

 新年度の地方財政見通しは物価高にともなう国税、地方税の名目値での増収に支えられた面が大き

く、行政コストの上昇に対する財源保障の十分性には課題が残る。今後、一般財源総額実質同水準

ルールを含め、物価高に対応した財源保障のあり方を問い直す必要がある。 

 

キーワード：103万円の壁／新しい地方経済・生活環境創生事業費／ 

       デジタル活用推進事業費／臨時財政対策債／給与改善費  
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コロナ禍鎮静後の地域格差の再拡大と人口・産業 
成長する東京都と衰退する遠隔地域 

 

町 田 俊 彦（まちだ としひこ 専修大学名誉教授） 

  

 リーマンショック後の不況が克服された2010年代に加速化した「東京圏」一極集中は、コロナ禍で

東京都の転出入がほぼ均衡、ブレーキがかかった。東京都からの大量の転出では、東京圏３県が主た

る受け皿、東京圏に隣接した北関東・甲信が副次的な受け皿となっており、地方創生政策が目標とし

た「東京圏から地方への転出入均衡」は実現していない。コロナ禍の鎮静化により、国内人口移動の

流れが変わり「東京都一極集中」が顕著となっている。コロナ禍鎮静後に就業者数が増加した産業は

情報通信業と医療・福祉に限られた。情報通信業は大企業本社が集積している東京都への集中度が高

く、その急速な雇用拡大が人口の「東京都一極集中」を支えた。地方圏の遠隔地域は雇用面で医療・

福祉への依存度が高いが、後期高齢者数の伸びが３大都市圏や地方圏の中間地域を下回り、医療・福

祉従業者数の増加を制約し、人口流出を招いている。 

 

キーワード：人口の転入超過／東京都一極集中／人口のダム機能／情報通信業／ 

      国際収支のデジタル赤字／遠隔地域と医療・福祉従業者数     
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2024年度普通交付税算定結果の検証 

 

飛 田 博 史（とびた ひろし 公益財団法人地方自治総合研究所副所長） 

  

 2024年７月23日に「令和６年度普通交付税大綱」が閣議報告された。過去最大となった2024年度の

地方財政計画をもとに、2023年人事委員会勧告によるプラス給与改定、会計年度任用職員の勤勉手当

を支給、物価高騰対策、岸田内閣のこども・子育て支援加速化プランなどが交付税算定に反映され、

久々に多くの項目で単位費用の引き上げを通じて基準財政需要額が大幅に伸び交付税配分の増額へと

つながった。また、2007年度の新型交付税の創設以来、地方交付税法の本則にもとづく経費項目とし

て「こども子育て費」が新設され、社会福祉費などの経費から子育て関連需要が移されることで、社

会保障や教育関連の需要構造が大きく変化したことも2024年度の注目点である。 

 地方交付税は長年のデフレ基調のもとで抑制的な算定を基本に、地方創生などの国の政策枠を臨時

的経費で算定することで底上げを図ってきたが、2024年度はインフレ基調において項目全般の算定の

充実に大きく踏み出した年度といえる。今後、インフレ基調における交付税算定のあり方が人口減少

社会の課題とともに問われる。 

 

キーワード：こども子育て費／給与改定／会計年度任用職員／物価高騰対策／再算定 

 

＜要 旨＞ 

https://jichisoken.jp/file/monthly/202504/htobita2504.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages false
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


